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平成２５年度最後の月も終焉となりました。スポーツを通して潤い豊かな生活を！ 今年度１年間、我がクラブの
活動が多くの方々の生活に寄与できたことがたくさんたくさんあれば幸いです！！

第１３回スキー・スノボー・そりすべりツアー！ 第２０回キンダージュニアスーパーカップサッカー大会！
３月２日（日）標記のイベントを４１名の方々が集い ３月８日（土）幼児・小学１年生・小学２年生のサッ
開催しました！（本来は、２月中旬に開催する予定が、 カー大好きチビッコ達が集結し標記の大会を開催しま
記録的な大雪のためにこの日に延期して実施） した。この大会は、子供たちの身長よりも大きな優勝
「１年に１回楽しみにしているイベントなんです！」 トロフィーやドラえもんの優秀選手賞の盾、そして、
参加した保護者のＹさんから言われた一言。ゲレンデ 参加者全員にお菓子の詰め合わせを贈呈する大会で、
でクラブの仲間と共に過ごした一日は、今年もさぞか 今回で２０回目の開催となりました。勝ち負けにこだ
し充実した時間になったものと思っています。雪中宝 わらずニッコニコ笑顔の子供たちやそんな子供たちを
探しでは、今年は、思いっきり深く雪の中に宝物（カ 温かいまなざしで見守る保護者の方々が見れる大会。
ード）を埋め込んで 時には悔し涙の子も
しまったせいか、「ギ おりますが・・・
ブアップ」者続出！！ （苦笑）サッカーの
それもこれも含めて、 原点と位置づけてい
今年も冬の恒例イベ るこの大会を今後も
ントを参加した方々 ３０回、４０回と続
に大いに満喫して頂 けて開催していこう
けた！そう確信して と思っています。こ
います。ご参加頂い の大会に参加した子
た皆さま、ありがと の中から将来の日本
うございました！！ 代表選手が・・・・

子育て支援講演会『子供の可能性を引き出すナイスな親とは』！ ２０１４春Ｊリーグ観戦ツアー＆サッカーフェスティバル参加
３月９日（日）に開催した標記のイベント。宮城県か ３月２３日（日）２６名の子供たちが参加し標記のイ
ら講師を招き、大変有意義な２時間の会になったと思 ベントを開催しました。天気も春らしい最高の陽気で、
っています。「鮮やかに想像し熱烈に望み心から信じ そんな中、スタジアムの目の前のすばらしい人工芝の
魂をこめて熱意をもって行動すれば何事も必ず実現す グランドで試合をしたり、Ｊリーグを観戦したり・・
る！」・「『夢』『自信』『誇り』この三つを心のコップ 参加した子供たちにとっては大満足の１日となりまし
に注ぐ！」・「ウサギとカメ ウサギはカメ（他人）を た。「フォルランや柿谷選手を間近で見れて喜んでい
見ているが、カメはゴール（目標）を見ている！」等、 ました！また企画して下さい！」とは参加した子供の
ひとつひとつの言葉 保護者談。サッカーを
に親として指導者と 通してそして様々な活
して子供たちに接す 動を通して、子供たち
る姿勢、投げかける が心豊かになるような
言葉等々の意義を大 イベント等々をこれか
いに学んだ時間とな らも企画実施していこ
りました。ナイスな うと思っています！た
親を目指して有言実 くさんの方々にふるっ
行あるのみ！がんば てご参加頂ければと思
っていきましょう！ っています！

一歩一歩着実に！確実に！ ありがとう！ そして これからも！
今からちょうど１年前、大いなる希望とちょっぴりの 平成２５年度もいよいよ終わりとなりました。今年度１
不安を胸に１２才での旅立ちを決意したホワイトリバ 年間、たくさんの方々に支えられたくさんの方々のご理
ーＯＧの遠藤純さん。あれから１年後の姿は・・・・ 解を頂きご協力を得て、クラブの活動を滞りなく行うこ
３月２５日～２８日にかけて石川県七尾市で行われた とができました。携わって頂きました関係各位の皆様に
Ｕ１４女子エリートプログラム（日本サッカー協会主 心より御礼申し上げます。今年度は毎月１回、皆に支え
催）に選出され、最高のロケーションの会場で４日間 られて行うクラブの活動の様子をこのような『会報誌』
全国の精鋭約３０名と切磋琢磨する姿がありました。 という形でたくさんの方々にお伝えしようと発行してき
「夢があるから強く ました。どれだけの方にお読み頂けたかは定かではあり
なれる！」その姿を ませんが、これもクラブの大切な仕事のひとつ！と位置
見ていてこの言葉の づけ精一杯作成に尽力しました。来年度もこの会報誌は
重みをひしひしと感 発行していこうと思っていますが、宜しいでしょうか？
じました。そんな姿 いいとも！！（笑） 平成２６年度は、３．１１東日本大
をそんな純さんをこ 震災発生から４年目の年となります。スポーツの持ち力、
れからもかげながら これを最大限に生かし、ここ福島の真の復興を願って微
応援していこうと思 力ながら我がクラブができることを地道に行っていこう
っています。確実に、 と思っています。１年間ありがとうございました。そし
着実に、がんばれ純！ てこれからもどうぞよろしくお願い致します！！

我がクラブは、今年度もｔｏｔｏより助成支援を頂きながら活動しています！！


